
5．   乳 牛 の 若 合 肥 育  

1 調査塵家   

削須方内忙ある余業法人M牧場で、現在の飼臆規模軋搾乳牛52風習成牛58諷乾乳竿5．  

飛て、作業従寧者ほ、男8人、耕地両横は1．dhaで、全部飼料作物の栽培にあてている。   

年間約4口頭の子牛が生まれ、その約半分払ぃ妹子牛であるが、雄子牛は、今までは全部ス 

ルとして出荷していた。しかし牛肉資頂の不足してぃる時でもあ少、自家革の雄子牛を渋厚飼料の  

不断給餌旺より省力的に管理して肉牛として出荷することとした。  

2．肥育の乗態  

（1）肥育牛の動態   

この経営法醜縫関係が柄戯郎と育成部佗分れており、生せれたばかりの子牛を肥背に碍入する場  

合に付、酪農部から1頭4′5001月で繰り入れ、ある程度大きく覆ったものを覇入するときには、  

その時価で肥育部門が育成部門から購入したとhう形をとってぃる。42年液中は2口頭繰り入れ  

4頭を構入した。4頭耕入のうち4月購入の5頭は41年11月生まれで⑳5も000円、8月締  

入の1頭は41生4月生まれで㊥5q，000円であった。  

（2）畜舎   

肥育慨舎世故造した2～5誹の追込み式である。牛房？広さは5．占mX2．5mであるっ  

（5榊料の給与方法   

生後1ケ月間は、初乳な水でうすめて飲ませる。生後10日～40日は人コニ乳Aを、4U～90  

巳は人工乳B、90～180即せ肥帯用前期、18ロ日以降出荷せでは肥育用後購を不断凝僻して  

■ハる。粗飼料は、稲、わら、牧草、エソシ／レーージ等である。  

（卵弼蕾男協購縄   

給餌は不断給餌であるが、午前占時50分から占岬50介までと、午後7時50分から8時せで  

の2凹わらや乾草吉給与し溝犀飼料を補給する。  

5．出荷牛の収支計界11月に2頭12月把1頭計5硫化荷した。11月に販売した2頭について、  

成人支出を示すと節1表のとおりであった。   

屠内歩留ほ約559らでやや′トさかった。枝肉の単価技占72円と占占0円であったが、同月の中  

央卸売市場の乳牛（めす）の卸売価格に比較すると、上d9占円、中d48円の中間の値とたって  

し、る01頭当りの差益は、52，72D円と24，152円であった。1日1雪白当りの差益は100円  

－5占－   



出 荷牛り収．文言十算  

ノ灯 1   ノ鑑 2   

年  休  患   440晦   455Kダ   

枝  肉  重  境   244Kグ   241′′   

屠  肉  歩  留   55．5％   55．49ら   

枝  肉  単  価   d72円   ddロ円   

と  み  皮   ー・4，000〝   4，000〝   

1R  入  合  告†   1d7，5占8円   159，000円   

牛  代   55，Dロ0／′   55，000   

飼 料 費 そ の 他   92，998   92，998   

屠 場 手 数 料   1，780   1，700   

i軍 貸 そ の 他   5，150   5，150   

倍  数  合  計   154，848円   154，848   

引   52，720 ■  24，152   

～15口円でぁった。   

4．せとめ   

自安産の子牛を濃厚飼料の不断給餌により1年間肥育して、45D晦～5ロOK9忙して出荷する、  

いわゆる乳牛の若合肥背について、その実例を調査したが、まだ開始したばかりで出荷頭数も少な  

く、細部にわたって調査することはでき放かったが、気づいた点を記すと次のとぉ牒である。  

（1）事故の起き易いのは哺乳中である。特に、冬期間は冷えによる下痢のため死亡することが多い。  

床の清掃や防寒につとめ、事故を防止することが重要である。  

（2）省力的な飼養管理とぃう点からぃうと、不断給餌は有効であるが、制限給閉に比較して飼料のロ  

スが多くなる。鋼帯の構造葱工夫して飼料のロスを少なくするようにしたければならモレ㌔  

卵巴育の最終段階である枝肉単偶の追ぃにエる収入の義は大きい。  

飼料その他同一の管理方法によっても、頁終的に肉質が異なってくるとぃうのは、乳牛の斉統によ  

るところも大きいと思われるが、たお乳牛の肥育技蘭Ⅵついても検討する必要があると思われる。  

（4）経営の形態につぃて払 子牛から出荷せでを同一の経営内で行モうのは賀本の回転も悪く、子牛  

育成中の事故も多いので、育成技術のすぐれてhる鹿家が200～50（）時化茂るまでの胃成の段  

階を介抱して、それを薫牛として肥育鹿家に供給し、眠層牒招が500顆前後にして出荷するとい   



う2つの段階にわけて行禄うのも、一つの方法ではないかと思われる。   


